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昭和63年度卒業論文題目
浅海 毅 トーマス・マン『魔の山』における文学的新展開について
荒木ゆかり フランツ・カフカ『変身』における家族関係と自己存在確
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五十嵐靖典
生田泰子
池田知嘉子
認について
, Kinder-und Hausmarchen...における継子の幸福と継母
の魔女性
『ゲルトルート』に見られるヘルマン・ヘッセのガイニソ
ホーフェン時代の音楽観と人生観
フランツ・カフカと父ヘルマン
クライストの『チリーの地震』について
ヘルマン・ヘッセの『ゲルトルート』について一一主人公
とガイニンホーフェンにおけるヘッセを中心に一
石原久美子 クライストにとっての『ペンテジレーア』と『ハイルプロ
石原 誠
和泉智子
上坂次穂
上室琢穂
宇野優佳
江上竜一
大西淳子
大畑真由美
小川禎子
奥田幸秀
ンの乙女ケートヒェン』
s.ヘルムリーンの，，Abendlicht"について
フランツ・カフカの『変身』について
J. s.バッハ考
『ヘルマンとドロテーア』ー一各歌章における作品成立の
背景と登場人物の科白分析――
ゲオルク・ビューヒナー『レンツ』試論ー一人間存在の可
能性への挑戦ー一
カフカの文学者としての確立一『判決』における人間関
係を通して一一
ゲオルク・ビューヒナー『レオンスとレーナ』一ロマン
主義的喜劇に秘められた社会諷刺について一
情熱と倫理について一ゲーテ『親和力』の一考察ー一
ルードルフ・シュクイナーとの関連におけるミヒャエル・
ニンデ『モモ』について
『訴訟』のK．における自由についての考察
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小畑清美 ケオルク・ビューヒナー『ヴォイツェク』－民衆におけ
る神と自然一
カフカにおける芸術一中間的存在として生きる芸人ロー
トペーターをめく畿って－
ヘルマン・ヘッセの『ナルチスとゴルトムント』について
H.v.クライストの"DerFindling<<について
統語論受動態の問題について
リルケの神一後期の4編の詩を中心として－
ヘッセの『クヌルプ』に関する2， 3の考察
カフカ『変身』における自己否定
へルマン・ヘッセ『ケルトルート』－音楽家の求める幸
福について－
Dativについて
ニーチェ『ツァラトウストラ』の成立と文学性
E・T.A.ホフマンの『ドン・ユアン』について
テオドール・シュトルムの『三色すみれ』について
『トニオ・クレーケル』におけるトーマス・マンの芸術論
の展開
森鴎外における翻訳文学の重要性一アルトゥール・シュ
ニッツラーを中心に一
バッソンピエールにおけるケーテとホーフマンスタールの
差異とその効果
レッシングの『エミーリア・ガロッティ』について－そ
の政治性・社会性の考察一
カフカの,,DieVerwandlung"について
『後見人カルステン』－父と子について－
トーマス・マンの初期作品に於ける芸術家像一
,,Tristan"と"TonioKr6ger"を中心に－
UberTheodorStorms"Aquissubmersus
“
GeorgB(ichner『レオンスとレーナ』－メルヒェン的な
世界に秘められた社会批判一
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ヘルマン・ヘッセの『デーミアン』に見られるジンクレー
ルとヘッセの自我について
ヘルマン・ヘッセの『ナルチスとゴルトムント』における
「母」について
ゲーテの大賛歌『プロメートイス』と戯曲断片『プロメー
トイス』について一「成長」ということを中心に－
ケーテの『シュテラ』と近松の『心中天の網島』における
「死」の問題について
ホーフマンスタールの『第672夜の物語』について
ドイツ語接続法について
VolksmarchenとKunstmarchenの相違と接点一グリ
ム童話とアンデルセン童話の比較からの考察一
E.T.A.ホフマンの『ファールンの鉱山』について
シラーの市民悲劇『たくらみと恋』について
『白馬の騎手』について
ケーテの『ヘルマンとドロテーア』について
フリードリヒ・ヘッベルの悲劇における女性について一
『ユーディッド』 『マリーア・マクダレーネ』 「ヘローデ
スとマリアムネ』を通して－
リヒャルト ・ヴァーグナー『トリスタンとイゾルデ』にお
ける「夜」の概念について－ノヴァーリスの『夜の讃
歌』との比較を中心に－
比較言語理論一ヘルマン・パウルの『言語史原理』にみ
るソシュールのインスピレーションの根源一
『O侯爵夫人』についての考察-H.v.クライストの生
涯をとおして－
HermannHesseの『ペーター・カーメンチント』につい
て－ふるさとを求めて－
カフカの中のユダヤ性
アンナ・ゼーガース『第七の十字架』－抑圧の意識化の
構造一
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関西大学独逸文学会 行事記録
（昭和63年4月～平成元年3月）
〇昭和63年7月17日 昭和63年度総会および第65回研究発表会
総会議事
1) 会長挨拶・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•山下 肇氏
2) 会則変更
3) 編集報告 諸沢巖氏
4) 会計報告：：：：：：：：：．：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：；多谷真佐子氏
報告
帰朝報告 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・八亀 徳也氏
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•二宮まや氏
ミュンヒェンにおける「森鵬外展」………………•……••藤井啓行氏
研究発表
「戦後ボーランドに於けるドイツ文学受容の諸相」……永井 達夫氏
出席者 25名
なお開会に先立ち， 「独逸文学」 32号（故新谷浩堆教授追悼号）の贈呈
式が行なわれた。
〇昭和63年10月29日 K.L.プファイファー教授を囲んでの文学理論コロ
キウム（第1回）
報告
Zur Dynamik von literaturwissenschaftlichen Theorien…………… 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ • •・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・Prof. Dr. K. L. Pfeiffer 
(Universiti:it Siegen) 
-Ober die Texthermeneutik……………菅谷泰行氏（関西医科大学）
Von der Wahrnehmungstheorie zur empirischen Literaturwissen-
schaft ·········································•大滝敏夫氏（金沢大学）
出席者 22名
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○昭和63年11月26日文学理論コロキウム（第2回）
報 告
DieneuestenliterarischenMedien-einigeBeispiele-｢
。…･…………･…………………･…………．．…永井津夫氏
LiteraturundMassenmedieninJapan,besondersnbezug ufs
Fernsehen･………………………………………………･･小川 悟氏
MaterialitatderKommunikation？………Prof.Dr.K、L・PfeiHer
出席者16名
1
○昭和63年12月11日第66回研究発表会
会長挨拶 ．………………･………………………・丸山三友氏（代理）
研究発表
「ヘーケルとヘルダーリン」 ・………………………..……装田豊彦氏
講 演
Hermeneutikalseuropaisch-deutscheDenkweise-oderwarum
z・Z・dietheoretischenBewegungenstarkdavonweggehen
．………………………･…｡．;…･…Prof・Dr・K.I≦・PfeiHer
出席者16名
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｢独逸文学」34号執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，平成元年7月30日までに編集委員会に申し出ること。
論文の場合はその要旨（レポート用紙:1枚以内，横書）を，論文題目，
口頭発表の有無および日本文． ドイツ文の別を記したものとともに，書
評．紹介はその題目と簡単な内容説明を付記して，平成元年9月30日ま
でに編集委員会に送付のこと。
2． 原稿について
i) 日本文の場合’論文は本文．注を合計し, 400字詰横書原稿用紙40
枚，別に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること。書評．紹介は
同上用紙20枚，レジュメは不要。
ii) ドイツ文の場合，本文．注を合計し, 5000語（タイプ印書）程度，
レジュメは不要。
いずれも完全原稿を平成元年''月30日までに，編集委員会に送付。そ
の際，題目と氏名を日本文・ ドイツ文で別紙に，記したものを添えるこ
と。
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと。なお，
執筆申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求の上， これにしたがっ
て完全原稿を提出のこと。
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用有無については編集委員会へ一任
のこと。
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